
れ
は「
横
浜
市
内
各
労
働
組
合
ノ
提
携
機
関
ニ
シ
テ
失
業
対
策
労
働
教
化
等
ヲ
目
的
」
と
し
、
そ
の「
決
議
ハ加
盟
団
体
ノ
自
治
権
ニ
抵
触
セ
ザ

ル
」
範
囲
で
活
動
し
よ
う
と
す
る
ゆ
る
や
か
な
臨
時
的
運
動
機
関
と
し
て
の
規
約
を
も
ち
、
事
務
所
は
仲
仕
共
済
会
に
お
く
こ
と
と
し
た
が
、
当
初

は
活
発
な
運
動
を
行
っ
て
い
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。

と
こ
ろ
で
、
横
浜
で
は
一九
二
五
年
の
メ
ー
デ
ー
は
、
横
浜
労
働
組
合
聯
盟
の
主
催
で
行
わ
れ
た
。
こ
の
メ
ー
デ
ー
に
参
加
し
た
の
は
、
印
刷
工

組
合
、
仲
仕
同
盟
会
、
労
働
共
愛
会
、
自
由
労
働
組
合
、
朝
鮮
労
働
共
助
会
、
横
浜
合
同
労
組
、
朝
鮮
労
働
愛
護
会
、
共
和
会
の
八
労
働
団
体
で
、

横
浜
労
働
組
合
聯
盟
は
単
に
メ
ー
デ
ー
開
催
の
た
め
の
機
関
に
す
ぎ
な
か
った
と
思
わ
れ
る
。
翌
一九
二
六
年
の
メ
ー
デ
ー
も
横
浜
労
働
組
合
聯
盟

の
主
催
で
ひ
ら
か
れ
た
が
、
こ
こ
に
は
新
た
に
海
員
組
合
支
部
と
い
う
右
派
の
団
体
な
ど
や
、
横
浜
労
働
組
合
協
議
会
を
共
和
会
と
と
も
に
つ
く
っ

て
い
た
仲
仕
共
済
会
、
工
信
会
も
加
わ
り
、
参
加
団
体
は
十
二
組
合
と
な
っ
た
。
し
か
も
、
十
月
の
日
本
郵
船
会
社
の
属
員
同
志
会
争
議
で
は
、
横

浜
労
働
組
合
聯
盟
と
し
て
争
議
支
援
を
行
い
、
演
説
会
や
宣
伝
を
実
施
し
た
ほ
か
、
争
議
に
反
対
し
乗
務
員
の
補
充
に
協
力
し
た
海
員
組
合
へ抗
議

行
動
も
行
っ
た
の
で
あ
る
。

こ
う
し
た
な
か
で
、
政
治
的
に
は
中
立
的
立
場
を
と
る
仲
仕
共
済
会
や
工
信
会
も
共
同
闘
争
の
気
運
を
強
め
た
も
の
と
思
わ
れ
、
十
一月
に
横
浜

労
働
組
合
協
議
会
は
、
協
議
会
拡
大
を
決
定
し
た
。
こ
の
結
果
、
協
議
会
に
は
、
新
た
に
印
刷
工
組
合
、
屋
外
労
組
、
金
属
労
組
、
合
同
労
組
、
共

愛
会
、
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
ユ
ニオ
ン、
土
木
従
業
員
組
合
、
仲
仕
同
盟
会
、
朝
鮮
合
同
労
組
が
加
わ
り
、
ア
ナ
ー
キ
ズ
ム
系
、
評
議
会
系
、
中
立
系
の

諸
組
合
の
参
加
す
る
組
織
と
な
った
。
こ
の
時
、
協
議
会
規
約
も
改
正
さ
れ「
加
盟
団
体
ノ
自
治
権
ニ抵
触
セ
ザ
ル
範
囲
」
と
い
う
ゆ
る
や
か
な
結

束
と
い
う
性
格
に
変
更
は
な
か
った
も
の
の「
共
通
問
題
ヲ
協
議
シ
其
ノ
決
議
ヲ
実
行
ス
ル
ヲ
目
的
」
と
し
て
共
同
闘
争
機
関
と
い
う
性
格
も
明
確

に
な
った
の
で
あ
る
。
し
か
も
、
横
浜
市
の
全
労
働
組
合
を
結
集
す
る
と
い
う
努
力
も
つ
づ
け
ら
れ
、
海
員
組
合
に
対
し
て
も
参
加
勧
誘
が
継
続
さ

れ
て
い
た
。
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一九
二
七
年
、
と
く
に
そ
の
前
半
は
、
横
浜
労
働
組
合
協
議
会
が
共
闘
機
関
と
し
て
活
発
に
そ
の
機
能
を
発
揮
し
た
時
期
で
あ
る
。
毎
月
、
協
議

会
が
ひ
ら
か
れ
争
議
支
援
、
労
働
組
合
法
・出
版
法
・小
作
法
反
対
運
動
、
健
康
保
険
法
対
策
、
方
面
委
員
問
題
な
ど
で
演
説
会
、
宣
伝
活
動
、
対

県
・市
へ
の
交
渉
の
活
動
が
展
開
さ
れ
た
。
ま
た
こ
の
年
の
横
浜
の
メ
ー
デ
ー
は
、
横
浜
労
働
組
合
協
議
会
の
主
催
で
開
催
、
参
加
団
体
は
ア
ナ
ー

キ
ズ
ム系
か
ら
海
員
組
合
ま
で
十
八
団
体
に
の
ぼ
り
、
会
場
で
は
討
論
会
的
状
況
や
野
次
で
緊
張
す
る
場
面
も
あ
った
が
盛
会
の
う
ち
に
終
わ
った

の
で
あ
る
。

横
浜
労
働
組
合
協
議
会
が
こ
う
し
た
活
発
で
戦
闘
的
な
運
動
体
と
し
て
活
動
す
る
の
は
、
ま
ず
関
東
金
属
労
組
横
浜
支
部
と
共
和
会
の
存
在
が
あ

っ
た
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
こ
う
し
た
左
派
系
の
組
織
が
、
工
信
会
や
仲
仕
共
済
会
と
い
っ
た
中
立
的
大
組

織
と
連
携
が
と
れ
て
い
た
こ
と
が
、
そ
の
影
響
力
を
き
わ
め
て
大
き
な
も
の
に
し
て
い
た
の
で
あ
っ
た
。
だ

が
横
浜
労
働
組
合
協
議
会
は
、
一九
二
七
年
後
半
か
ら
そ
の
活
動
が
不
活
発
に
な
り
、
や
が
て
自
然
解
消
し

て
し
ま
う
。

一九
二
八
年
の
メ
ー
デ
ー
は
、
三
・
一五
弾
圧
の
影
響
も
あ
っ
て
関
東
金
属
横
浜
支
部
の
指
導
力
は
発
揮

さ
れ
ず
、
主
催
団
体
名
も
、
横
浜
労
働
組
合
聯
盟
に
も
ど
っ
て
し
ま
う
。
そ
し
て
一九
二
九
年
八
月
に
横
浜

の
労
働
組
合
協
議
機
関
と
し
て
つ
く
ら
れ
た
横
浜
労
働
組
合
親
和
会
が
、
仲
仕
共
済
会
と
工
信
会
・海
員
組

合
の
三
者
で
、
主
張
の
同
一組
合
の
提
携
と
い
う
限
界
を
設
け
て
つ
く
ら
れ
る
あ
り
方
の
中
に
、
右
派
の
優

位
が
横
浜
に
お
い
て
も
成
立
し
て
き
た
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
た
。

1928年の横浜メーデー『武相聯盟』5月から
法政大学大原社会問題研究所蔵
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第
五
節
　
農
村
の
変
化
と
小
作
争
議

一　
大
戦
後
に
お
け
る
小
作
争
議
の
展
開

大
戦
期
の
農

村
の
変
化

第
一次
世
界
大
戦
期
の
経
済
好
況
と
京
浜
工
業
地
帯
の
形
成
は
、
県
下
の
農
村
地
域
に
も
大
き
な
影
響
を
与
え
、
農
村
の
変
貌
が

進
行
し
て
い
った
。
大
戦
期
の
工
業
発
展
は
、
県
下
農
村
、
と
り
わ
け
、
工
場
地
帯
近
接
地
域
に
お
い
て
は
農
村
か
ら
そ
の
労
働

力
を
急
速
に
吸
収
し
て
い
った
。
た
と
え
ば
、「
一般
農
村
は
米
価
暴
騰
生
糸
爆
発
相
場
の
好
景
気
に
つ
れ
農
耕
者
の
労
銀
著
し
く
騰
貴
し
殊
に
中

郡
地
方
に
あ
り
て
は
農
家
の壮
丁
が
平
塚
町
海
軍
火
薬
廠
並
に
相
模
紡
績
会
社
等
の職
工
と
な
り
為
め
に
日
雇
業
者
の
欠
乏
を
来
し
」（『
横
浜貿
易

新報』大
正
八年
十
一月
二十
日付）
と
いう
よ
う
な
現
象
であ
る
。
こ
う
し
た
工
業
労
働
市
場
の開
放
と
農
業
日
雇
労
賃
の
上
昇
は
、
小
作
農
民
に

自
分
た
ち
の
労
働
力
の価
値
に
つ
い
て
の自
覚
と
、
高
率
小
作
料
の
重
圧
に
対
す
る
反
発
を
つ
く
り
だ
す
契
機
に
な
って
い
った
。「
都
会
地
、
工

場
地
附
近
ニ於
テ
ハ開
戦
以
来
男
女
ヲ
問
ハ
ス壮
者
ハ収
入
多
キ
工
業
方
面
ニ吸
収
セ
ラ
レ農
村
ニ
ハ老
幼
ノ
ミ
止
ル有
様
ニテ
小
作
人
ハ昔
ヨリ

ノ情
誼
ニ絡
マ
レ義
理
ニ小
作
シ
居
レ
ハ自
己
ノ
生
計
樹
タ
ス
ト
ナ
シ
漸
次
土
地
返
還
ヲ
ナ
ス
モ
ノ
多
ク
地
主
モ自
作
ス
ル
ニ
ハ労
力
ナ
ク
…
…
中

略
…
…
不
得
已
小
作
料
ハ何
程
ニテ
モ宜
シ
キ
故
小
作
シ呉
レ
ト
無
理
ニ頼
」
む
と
いわ
れ
る
よ
う
な
状
況
に
は
、
伝
統
的
な
地
主
・小
作
の社
会

関
係
が
く
ず
れ
、
小
作
人
の
主
張
が
ふ
き
だ
す
あ
り
さ
ま
が
う
か
が
え
る（
資
料
編13

近
代
・現
代
⑶
一八四）。

他
方
、
工
業
地
か
ら
離
れ
た
地
域
で
は
、
ま
た
こ
れ
と
は
異
な
った
現
象
が
う
ま
れ
て
い
た
。「
都
市
ニ遠
隔
セ
ル純
農
村
ニ於
テ
ハ農
産
物
価

格
ノ
昂
騰
ニ伴
ヒ小
作
人
相
互
ノ小
作
地
争
奪
又
ハ地
主
ノ策
動
ニ依
リ
小
作
料
ノ増
額
ヲ
来
セ
ル」
と
いう
動
向
で
あ
る
。
好
況
に
と
も
な
う
農
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産
物
価
格
の
上
昇
が
、
小
作
農
民
を
よ
り
深
く
商
品
生
産
に
ま
き
こ
み
、
商

品
生
産
者
と
し
て
発
展
し
よ
う
と
す
る
志
向
を
う
み
だ
し
な
が
ら
、
小
作
料

値
上
げ
を
も
も
た
ら
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

大
戦
期
の
経
済
が
農
業
に
あ
た
え
た
影
響
を
、
郡
別
に
耕
地
面
積
の
変
化

に
つ
い
て
み
て
み
よ
う
（
第
十
六
表
）。
県
全
体
と
し
て
耕
地
面
積
は
、
田
で

二
十
六
町
歩
余
の
微
増
、
畑
で
八
百
五
十
六
町
歩
余
の
増
加
と
な
っ
て
い
る

が
、
郡
別
の
変
化
を
み
る
と
愛
甲
郡
・
津
久
井
郡
を
の
ぞ
い
て
三
つ
の
グ
ル

ー
プ
に
わ
か
れ
て
い
る
。
第
一
グ
ル
ー
プ
は
、
京
浜
工
業
地
帯
な
い
し
大
工

場
を
も
つ
、
横
浜
市
、
横
須
賀
市
、
橘
樹
郡
、
三
浦
郡
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、

田
・
畑
と
も
そ
の
面
積
は
減
少
し
、
耕
地
減
少
の
傾
向
が
は
っ
き
り
と
あ
ら

わ
れ
て
い
る
。
第
二
グ
ル
ー
プ
は
、
そ
の
周
辺
の
久
良
岐
郡
、
都
筑
郡
、
鎌

倉
郡
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
田
は
面
積
減
少
な
い
し
停
滞
を
生
じ
て
い
る

が
、
畑
地
面
積
が
増
加
し
て
、
全
体
と
し
て
耕
地
は
増
加
を
し
め
し
た
。
第

三
グ
ル
ー
プ
は
、
高
座
郡
、
中
郡
、
足
柄
上
郡
、
足
柄
下
郡
と
い
っ
た
県
央

か
ら
県
西
の
地
域
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
田
の
面
積
も
増
加
し
、
と
く
に
畑
地

面
積
が
大
き
く
増
加
し
て
、
県
の
耕
地
面
積
増
加
の
中
心
に
な
っ
て
い
る
。

耕
地
面
積
の
変
動
一
つ
を
取
り
上
げ
て
も
、
工
業
地
を
中
心
に
同
心
円
を
描

第16表　郡別耕地面積の変化

『神奈川県農会報』第119号，第155号から作成
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く
よ
う
な
形
で
、
県
下
農
村
は
異
な
っ
た
影
響
を
う
け
て
い
っ
た
こ
と
が
し
め
さ
れ
て
い
る
。

農
家
戸
数
に
つ
い
て
み
る
と
（
第
十
七
表
）、
大
戦
期
に
は
七
百
戸
余
の
減
少
に
過
ぎ
な
い
よ
う
で
あ
る
が
、

そ
の
内
容
は
大
き
く
変
動
し
て
い
る
。
一
九
一
四
年
に
は
三
八
㌫
を
し
め
て
全
国
平
均
よ
り
も
八
㌫
も
高
い
水

準
を
し
め
し
て
い
た
兼
業
農
家
が
、
一
九
二
〇
年
に
は
三
二
㌫
へ
、
絶
対
数
で
は
四
千
七
百
戸
余
も
減
少
し

た
。
兼
業
農
家
の
離
農
、
な
い
し
専
業
化
と
い
う
分
化
が
進
行
し
た
の
で
あ
る
。

こ
う
し
て
、
大
戦
期
の
経
済
発
展
の
な
か
で
、
県
下
農
村
は
、
好
況
と
い
う
共
通
の
基
盤
の
う
え
で
は
あ
る

が
、
地
域
的
に
異
な
っ
た
経
済
変
動
の
波
に
あ
ら
わ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。

県
下
農
村
の

地
域
的
特
徴

と
こ
ろ
で
神
奈
川
県
の
農
業
の
も
っ
と
も
大
き
な
特
徴
は
、
畑
作
生
産
の
優
位
と
い
う
点
に

あ
る
。
今
、
全
耕
地
に
し
め
る
畑
地
の
面
積
の
比
率
を
み
て
み
る
と
（
第
十
八
表
）、
そ
れ
は

実
に
六
八
・
九
㌫
に
も
の
ぼ
っ
て
い
る
。
こ
う
し
て
畑
作
農
業
の
優
位
が
県
全
体
と
し
て
の
特
徴
と
な
っ
て
い

る
が
、
郡
別
に
み
る
と
比
較
的
水
田
の
比
率
の
高
い
地
域
も
存
在
す
る
こ
と
が
わ
か
る
。
久
良
岐
・
橘
樹
・
足

柄
上
・
足
柄
下
・
三
浦
の
五
郡
で
あ
る
、
こ
れ
に
対
し
、
都
筑
・
鎌
倉
・
高
座
・
中
・
愛
甲
・
津
久
井
の
諸
郡

が
畑
地
の
優
勢
と
い
う
特
徴
を
つ
く
り
だ
し
て
い
る
。

次
に
、
小
作
地
率
を
み
て
み
る
と
県
全
体
と
し
て
は
、
田
畑
と
も
全
国
平
均
に
ひ
と
し
い
水
準
を
示
し
て
い

る
。
郡
別
に
は
、
橘
樹
・
都
筑
・
中
・
愛
甲
の
諸
郡
が
田
畑
と
も
平
均
よ
り
高
い
水
準
を
示
し
、
ま
た
、
鎌

倉
・
高
座
の
二
郡
が
畑
地
の
小
作
地
率
で
高
い
水
準
を
さ
し
て
い
る
。
自
小
作
別
農
家
戸
数
の
比
率
を
み
て

も
、
橘
樹
・
都
筑
・
鎌
倉
・
中
・
愛
甲
の
諸
郡
は
小
作
農
の
比
率
が
高
い
。
こ
れ
に
対
し
、
三
浦
・
足
柄
上
・

第17表　専業・兼業別農家戸数

1）＊印は横浜市世帯数と各郡・横須賀市戸数の和
2）『神奈川県農会報』各年次農事統計表から作成
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足
柄
下
・
津
久
井
の
四
郡
は
自
作
農
の
比
率
が
高
く
、
小
作
農
の
比
率
は
県

平
均
よ
り
か
な
り
低
い
。
こ
う
し
て
み
る
と
、
県
下
農
村
は
、
水
田
が
比
較

的
多
く
地
主
的
土
地
所
有
も
展
開
し
て
い
る
橘
樹
郡
、
畑
作
が
優
位
だ
が
地

主
的
土
地
所
有
も
展
開
し
て
い
る
都
筑
・
鎌
倉
・
中
・
愛
甲
の
諸
郡
、
水
田

が
比
較
的
多
い
が
自
作
農
地
帯
で
あ
る
三
浦
・
足
柄
上
・
足
柄
下
の
諸
郡
、

畑
作
が
圧
倒
的
で
地
主
的
土
地
所
有
も
展
開
し
て
い
な
い
津
久
井
郡
の
四
つ

の
タ
イ
プ
に
わ
け
ら
れ
そ
う
で
あ
る
。
そ
し
て
神
奈
川
県
を
特
徴
づ
け
て
い

る
の
は
、
畑
作
地
帯
で
あ
る
が
地
主
的
土
地
所
有
も
展
開
し
て
い
る
地
域
の

存
在
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。

農
家
の
土
地
所
有
規
模
を
み
て
み
る
と
（
第
十
九
表
）
五
十
町
歩
以
上
の
地

主
は
県
全
体
で
わ
ず
か
二
十
一
戸
に
過
ぎ
ず
、
大
地
主
の
存
在
が
あ
る
程
度

み
ら
れ
る
の
は
、
高
座
・
中

・
愛
甲
の
三
郡
の
み
と
い
っ
て
よ
い
。「
本
県

ニ
於
ケ
ル
地
主
ノ
大
多
数
ハ
十
町
歩
以
下
ノ
耕
地
所
有
ノ
者
ニ
シ
テ
」（
資
料

編13

近
代
・現
代
⑶
一八五）
と
い
わ
れ
る
よ
う
に
、
神
奈
川
県
下
で
は
地
主
と

い
っ
て
も
中
小
地
主
が
、
土
地
所
有
者
の
中
心
的
な
存
在
で
あ
っ
た
の
で
あ

る
。
他
方
、
農
家
を
耕
作
規
模
別
に
み
て
い
く
と
、
一
、
二
町
歩
耕
作
農
家

の
比
率
が
全
国
平
均
よ
り
も
五
㌫
以
上
高
い
。

一
町
歩
以
上
の
耕
作
農
家

第18表　1920年郡別田畑率・小作地率・自小作別農家戸数比率

『神奈川県農会報』第147号から作成
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第19表　1920年郡別耕作規模別農家戸数比率および3町歩以上所有規模別農家戸数

『神奈川県農会報』第147号から作成
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は
、
と
く
に
鎌
倉
・
中
・
高
座
の
三
郡
に
多
い
。
畑
作
地
帯
で
あ
る
こ
と
が

耕
作
規
模
を
大
き
く
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
が
、
橘
樹
郡
で
も
一
、
二
町
歩

耕
作
農
家
の
比
率
は
県
平
均
を
大
き
く
上
ま
わ
っ
て
お
り
、
耕
作
規
模
の
比

較
的
大
き
い
中
農
的
農
家
の
高
い
存
在
も
県
下
の
農
業
を
特
徴
づ
け
て
い
た

と
い
え
よ
う
。

小
作
争
議
の
開
始

一
九
二
〇
（
大
正
九
）
年
の
戦
後
恐
慌
の
勃
発
は
、

大
戦
期
・
戦
後
の
経
済
ブ
ー
ム
を
終
了
さ
せ
た
。
騰

貴
し
て
い
た
農
産
物
価
格
も
低
落
し
低
迷
し
て
農
村
経
済
は
困
難
に
直
面
し

た
。
一
九
二
〇
年
を
境
に
し
て
神
奈
川
県
下
で
も
小
作
争
議
が
毎
年
の
よ
う

に
起
き
る
こ
と
に
な
り
、
そ
の
中
か
ら
小
作
人
組
合
や
農
民
組
合
が
成
立
し

て
く
る
。
い
ま
、
第
二
十
表
に
よ
っ
て
小
作
争
議
件
数
の
動
向
を
み
る
と
、

一
九
二
〇
年
が
、
そ
れ
以
降
の
小
作
争
議
件
数
の
水
準
の
出
発
点
に
な
っ
た

こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。

県
下
で
も
、
不
作
の
年
に
は
小
作
人
か
ら
小
作
料
の
軽
減
を
要
求
す
る
減

免
慣
行
は
古
く
か
ら
行
わ
れ
て
い
た
が
、
小
作
人
が
団
結
し
て
地
主
に
迫
る

争
議
は
こ
れ
ま
で
み
ら
れ
な
か
っ
た
。
と
こ
ろ
が
一
九
一
九
年
に
、
足
柄
上

郡
金
田
村
に
小
作
料
減
額
要
求
の
、
鎌
倉
郡
瀬
谷
村
に
小
作
料
値
上
げ
反
対

1914年ごろの桑苗木接き木講習会 『神奈川農協30年』から
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の
争
議
が
起
こ
り
、
と
く
に
後
者
で
は
刑
事
被
告
人
を
出
す
ほ

ど
の
事
件
と
な
っ
て
、
小
作
人
が
結
束
し
地
主
に
対
抗
す
る
こ

と
が
は
じ
ま
る
。
一
九
二
〇
年
以
降
毎
年
、
小
作
料
減
額
要
求

を
中
心
に
二
桁
の
件
数
の
争
議
が
起
こ
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ

る
。
争
議
は
、
一
九
二
一
年
の
水
害
と
干
害
、
一
九
二
三
年
の

関
東
大
震
災
と
水
害
、
一
九
二
五
、
二
六
、
二
八
年
の
天
候
不

順
、
病
虫
害
発
生
と
い
う
よ
う
に
、
不
作
を
理
由
と
し
て
引
き

起
こ
さ
れ
た
も
の
が
も
っ
と
も
多
い
。
し
か
し
、
争
議
原
因
を

細
か
く
み
て
い
く
と
、
そ
こ
に
は
た
ん
な
る
不
作
を
原
因
と
す

る
の
で
は
な
く
小
作
人
の
権
利
意
識
・
生
産
者
意
識
の
発
展
が

基
礎
に
な
っ
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
の
で
あ
る
。

穀
物
検
査
の
実

施
と
小
作
争
議

一九
二
〇
年
に
急
に
小
作
争
議
が
増
加
し
た
理
由
の
一
つ
と
し
て
あ
げ
ら
れ
る
の
は
、
穀
物
検
査
制
度
の
導
入
で
あ
る
。
大
正

初
期
か
ら
県
産
米
検
査
の
必
要
が
い
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
一九
一七
年
に
は
小
作
奨
励
な
ら
び
に
産
米
改
良
を
目
的
と
し
、

郡
区
域
で
愛
甲
郡
地
主
会
・橘
樹
郡
産
米
会
な
ど
が
組
織
さ
れ
、
一九
二
〇
年
度
に
は
県
事
業
と
し
て
産
米
の
検
査
、
二
一年
度
か
ら
産
麦
の
検
査

が
実
施
さ
れ
た（
同
前
一八六）。
こ
の
穀
物
検
査
の
実
施
は
、
生
産
者
農
民
に
産
米
改
良
負
担
を
お
わ
せ
る
こ
と
に
な
り
、
そ
の
不
満
を
強
め
る
こ
と

に
な
る
。

県
営
の
穀
物
検
査
が
実
施
さ
れ
る
前
、
中
郡
で
は
次
の
よ
う
な
事
件
が
起
こ
っ
て
い
る
。
中
郡
俵
装
改
良
組
合
は
、
一九
一八
年
末
に
米
麦
同
業

第20表　県下における小作争議件数及び農民
組合（小作人組合）数の推移

1）大畑哲「神奈川県下における戦前の農民運動について」
『神奈川県史研究』40所収の表に1934年分を補足した

2）原資料は資料編13近代・現代⑶の中の農民運動に収録
された諸資料である
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組
合
と
改
称
し
、
一
九
一
九
年
か
ら
の
米
麦
の
内
容
検
査
と
包
装
改
良
を
決
議
し
た
。
こ
れ
に
対
し
、
神
奈
川
県
の
よ
う
な
米
の
移
入
県
で
は
、
包

装
は
あ
え
て
他
府
県
に
な
ら
う
必
要
は
な
い
、
強
い
て
こ
れ
を
施
行
す
る
の
は
「
徒
ら
に
一
部
少
数
の
大
地
主
、
商
人
及
郡
組
合
当
局
等
遊
食
の
徒

を
利
す
る
に
過
ぎ
ず
」、
生
産
者
は
年
一
万
円
近
く
の
間
接
税
を
負
担
す
る
の
み
な
ら
ず
、
包
装
作
業
は
三
、
四
倍
の
手
数
と
な
る
な
ど
と
し
て
、

成
瀬
村
を
中
心
に
反
対
運
動
が
起
こ
り
、
実
施
延
期
の
要
求
が
、
組
合
員
四
千
名
の
連
署
で
提
出
さ
れ
た
。
運
動
は
、
郡
当
局
へ
の
陳
情
、
郡
役
所

へ
組
合
傍
聴
を
名
目
と
し
て
多
人
数
押
し
寄
せ
る
な
ど
し
た
が
、
結
局
、
既
に
製
作
の
俵
装
は
本
年
限
り
そ
の
ま
ま
使
用
す
る
こ
と
を
認
め
る
と
の

条
件
で
解
決
と
な
っ
た
（『
横
浜
貿
易
新
報
』
大
正
八
年
二
月
二
日
・
四
日
付
）。

こ
の
よ
う
に
生
産
者
農
民
の
負
担
増
と
な
る
米
穀
検
査
の
実
施
は
一
九
二
〇
年
以
降
の
小
作
争
議
増
加
の
原
因
の
一
つ
に
な
っ
た
。
小
作
農
民
に

と
っ
て
米
穀
検
査
が
ど
れ
ほ
ど
負
担
で
あ
っ
た
か
を
物
語
る
次
の
よ
う
な
事
例
が
あ
る
。
足
柄
下
郡
で
は
、
産
米
改
良
の
た
め
小
作
人
納
入
の
一
等

米
は
一
俵
に
つ
き
二
升
、
二
等
米
は
一
升
五
合
、
三
等
米
は
一
升
を
わ
り
も
ど
し
た
。
し
か
し
「
等
外
米
の
田
地
を
小
作
し
居
る
小
作
人
は
地
主
の

奨
励
申
合
せ
に
基
き
他
よ
り
の
等
級
米
を
以
て
不
地
味
の
地
主
へ
納
入
せ
ざ
る
べ
か
ら
ず
し
て
苦
痛
甚
だ
し
」
く
、
等
外
米
納
入
の
場
合
に
は
反
対

に
小
作
人
か
ら
一
俵
に
つ
き
二
升
か
ら
一
升
五
合
提
供
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
が
、「
一
般
小
作
人
は
僅
の
奨
励
米
を
得
る
よ
り
も
寧
ろ
僅
少

の
込
米
に
て
等
外
米
を
納
入
す
る
方
が
利
益
あ
り
と
て
漸
次
此
の
方
法
を
取
る
傾
向
あ
る
」（
同
前
大
正
九
年
十
二
月
四
日
付
）
と
い
う
の
で
あ
る
。
奨

励
米
・
補
償
米
が
小
作
農
民
の
労
働
負
担
増
に
み
あ
わ
ぬ
低
額
の
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
が
こ
こ
に
し
め
さ
れ
て
お
り
、
米
穀
検
査
実
施
を
原
因
と
す

る
小
作
争
議
が
起
こ
る
こ
と
に
な
る
。

そ
の
代
表
的
な
も
の
と
し
て
、
足
柄
上
郡
金
田
村
の
争
議
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
金
田
村
で
は
、
一
九
二
〇
年
十
二
月
、
小
作
人
二
十
八

名
が
、
地
主
十
九
名
に
対
し
「
穀
物
検
査
と
俵
装
改
良
の
為
め
手
数
が
従
来
の
四
倍
を
要
す
る
代
償
と
し
て
一
割
五
分
、
財
界
不
況
糸
価
暴
落
の
救

済
策
と
し
て
一
割
五
分
合
計
三
割
の
小
作
料
軽
減
運
動
を
起
し
容
れ
ら
れ
ず
ん
ば
直
に
小
作
地
全
部
を
返
納
」
す
と
連
盟
調
印
し
て
争
議
が
始
ま
っ
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た
。
警
察
の
抑
圧
に
も
か
か
わ
ら
ず
小
作
人
側
は
、
翌
二
十
一
年
二
月
に
は
、
百
二
十
一
名
の

参
加
で
小
作
組
合
を
発
足
さ
せ
、
金
田
村
地
内
小
作
地
貸
借
は
一
切
組
合
に
委
任
し
、
小
作
料

金
も
決
定
す
る
、
違
反
者
か
ら
は
違
約
金
を
徴
収
す
る
こ
と
を
申
し
あ
わ
せ
た
。
争
議
は
四
月

ま
で
継
続
、
途
中
の
地
主
・
小
作
の
交
渉
で
は
、
小
作
側
が
「
今
後
小
作
料
納
入
は
旧
来
の
如

く
無
検
査
米
に
て
納
入
を
承
認
さ
れ
た
し
と
要
求
」
し
地
主
側
が
拒
否
す
る
と
い
っ
た
状
況
も

あ
っ
た
が
、
苗
代
期
が
せ
ま
っ
て
、
七
歩
五
厘
の
小
作
料
引
き
下
げ
で
一応
妥
結
し
た
の
で
あ

る
（
同
前
大
正
十
年
二
月
十
七
日
、
三
月
三
十
一
日
、
四
月
三
十
日
付
）。
こ
の
よ
う
に
穀
物
検
査
の

実
施
は
、
労
働
負
担
増
を
お
わ
さ
れ
た
小
作
農
民
が
、
小
作
料
減
額
あ
る
い
は
奨
励
米
増
額
な

ど
の
要
求
を
提
示
し
て
い
く
契
機
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

農
産
物
価
格
下

落
と
小
作
争
議

し
か
し
な
が
ら
、
一
九
二
〇
、二
一
年
の
小
作
争
議
で
穀
物
検
査
実
施
が
争
議
原
因
の
も
っ
と
も
主
要
な
も
の
で
あ
っ
た
わ
け
で

は
な
い
。
第
二
十
一
表
の
原
因
別
小
作
争
議
件
数
を
み
て
わ
か
る
よ
う
に
、
一
九
二
一
年
の
凶
不
作
を
原
因
と
す
る
も
の
を
の

ぞ
く
と
、
値
上
げ
引
直
し
、
割
高
引
下
げ
、
物
価
下
落
な
ど
の
農
産
物
価
格
の
低
落
を
理
由
と
す
る
も
の
が
、
も
っ
と
も
多
い
。
と
く
に
一九
二
〇

年
で
は
、
十
四
件
の
う
ち
十
件
ま
で
が
こ
う
し
た
要
求
で
あ
る
。
一
九
二
一年
に
お
い
て
も
こ
う
し
た
争
議
原
因
が
米
穀
検
査
実
施
を
理
由
と
す
る

も
の
を
上
ま
わ
っ
て
い
る
。
一
九
二
〇
年
の
恐
慌
に
よ
る
農
産
物
価
格
の
低
落
が
小
作
料
の
軽
減
を
要
求
す
る
争
議
を
引
き
起
こ
し
た
と
い
え
よ
う
。

そ
れ
は
、
大
戦
期
の
農
産
物
価
格
の
高
騰
に
と
も
な
い
純
農
村
地
域
で
は
、
小
作
料
の
増
額
が
あ
っ
た
と
い
う
指
摘
と
も
関
係
し
て
い
た
で
あ
ろ
う
。

と
こ
ろ
で
、
こ
の
争
議
原
因
が
田
・
畑
、
い
ず
れ
の
耕
地
に
関
係
し
て
い
る
か
を
み
て
み
る
と
（
第
二
十
二
表
）、
農
産
物
価
格
の
下
落
を
原
因
と

す
る
争
議
は
圧
倒
的
に
畑
に
お
い
て
で
あ
る
。
畑
地
に
お
け
る
小
作
争
議
の
う
ち
八
〇
㌫
近
く
が
農
産
物
価
格
下
落
を
争
議
原
因
と
す
る
も
の
で
あ

第21表　原因別小作争議件数

1）原因が2つ以上の場合，それぞれ含めた
2）『神奈川県農会報』第159号（1922年6月）
から作成
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り
、
田
あ
る
い
は
田
畑
に
お
け
る
小
作
争
議
で
、
凶
不
作
を
争
議
原
因
と
す
る
も
の
が
大
多
数
を
し
め
て
い
る
の
と
対
〓
的
で
あ
る
。

こ
う
し
て
み
る
と
、
神
奈
川
県
下
で
の
小
作
争
議
の
発
生
期
に
お
け
る
特
徴
の
一
つ
は
、
畑
作
地
に
お
い
て
農
産
物
価
格
の
下
落
を
原
因
に
小
作

料
軽
減
の
運
動
が
起
こ
っ
て
き
た
こ
と
に
も
と
め
ら
れ
よ
う
。
そ
し
て
小
作
料
軽
減
の
要
求
は
、
一
九
二
一年
の
不
作
と
米
穀
検
査
制
度
の
導
入
を

契
機
と
し
な
が
ら
水
田
―

田
小
作
料
へ
も
ひ
ろ
が
っ
て
い
っ
た
と
い
え
よ
う
。
こ
の
点
を
第
二
十
三
表
で
郡
別
小
作
争
議
件
数
の
分
布
と
も
か
ら

ま
せ
な
が
ら
み
て
み
よ
う
。
一
九
二
〇
、
二
一
年
に
お
い
て
小
作
争
議
は
、
久
良
岐
・
三
浦
・
津
久
井
の
三
郡
を
の
ぞ
く
県
下
全
郡
で
発
生
し
た
。

一
九
二
〇
年
に
お
け

る
争
議
十
三
件
の

内
、
十
件
ま
で
は
畑

地
を
め
ぐ
っ
て
の
争

議
で
あ
り
、
愛
甲
・

鎌
倉
・
高
座
と
い
っ

た
畑
作
地
域
で
地
主

的
土
地
所
有
も
比
較

的
展
開
し
て
い
る
地

域
が
中
心
で
あ
る
。

一
九
二
一
年
に
は
、

水
田
に
お
け
る
小
作

第22表　小作争議原因と関係耕地

『神奈川県農会報』第159号から作成

第23表　郡別小作争議件数

『神奈川県農会報』第159号から作成
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争
議
が
中
心
に
な
る
が
、
第
一
、
二
位
を
し
め
て
い
る
の
は
、
愛
甲
・
都
筑
と
い
う
畑
作
優
位
の
地
域
で
あ
る
。
一
九
二
〇
・
二
一
の
両
年
を
あ
わ

せ
て
み
て
も
、
争
議
は
、
愛
甲
・
都
筑
・
高
座
・
中
と
い
っ
た
畑
作
優
位
で
地
主
的
土
地
所
有
も
展
開
し
て
い
る
地
域
を
中
心
と
し
て
い
る
の
で
あ

り
、
水
田
優
位
の
橘
樹
郡
で
も
争
議
に
お
い
て
畑
地
が
関
係
し
て
い
る
も
の
が
圧
倒
的
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
農
産
物
価
格
の
下
落
を
基
礎
条
件

に
、
商
品
作
物
と
し
て
販
売
す
る
畑
地
で
小
作
料
の
軽
減
が
ま
ず
要
求
さ
れ
、
不
作
を
も
契
機
に
水
田
の
小
作
料
の
軽
減
も
が
要
求
さ
れ
て
い
っ
た

の
で
あ
る
。

小
作
地
返
還
の
戦
術

こ
の
時
期
―

一
九
二
〇
年
代
の
前
半
―

の
小
作
争
議
の
特
徴
の
一
つ
は
、
小
作
人
側
が
小
作
地
の
返
還
を
争
議
の
戦

術
と
し
て
と
り
、
小
作
料
の
軽
減
を
実
現
し
え
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
一
九
二
一
年
か
ら
は
じ
ま
っ
た
中
郡

太
田
村
小
稲
葉
の
争
議
に
つ
い
て
み
て
み
よ
う
（
資
料
編13

近
代
・現
代
⑶
一八四）。
こ
の
争
議
は
、
地
主
二
十
八
人
、
小
作
百
四
十
人
、
関
係
耕
地
が

水
田
七
十
町
歩
、
畑
二
十
町
歩
で
一
年
余
も
紛
争
の
つ
づ
い
た
争
議
で
あ
る
。
争
議
原
因
は
、
不
作
及
び
地
主
が
不
作
に
も
か
か
わ
ら
ず
小
作
料
軽

減
を
な
さ
な
か
っ
た
「
無
慈
悲
ナ
ル
ヲ
憤
慨
」
し
た
こ
と
、「
小
作
人
相
互
ニ
於
テ
小
作
料
ヲ
競
リ
上
ケ
タ
ル
為
小
作
料
高
キ
コ
ト
」
を
原
因
と
し

て
い
る
。
小
作
側
が
一
九
二
〇
年
分
の
小
作
料
の
三
割
か
ら
三
割
五
分
引
を
要
求
し
、「
小
作
人
一
同
カ
オ
寺
ニ
集
合
シ
テ
連
判
帳
ヲ
作
リ
返
地
ス

ル
コ
ト
ヲ
申
合
セ
」
て
争
議
は
は
じ
ま
っ
た
。
争
議
は
仲
裁
者
が
は
い
り
、
返
地
す
る
と
の
小
作
側
の
強
要
の
下
で
、
田
畑
等
級
別
小
作
料
を
定
め

た
「
覚
書
」
が
調
印
さ
れ
る
こ
と
で
お
さ
ま
っ
た
か
に
み
え
た
。
し
か
し
小
作
側
は
一
九
二
一
年
末
に
不
作
を
理
由
に
軽
減
を
要
求
、「
愈
々
返
地

ス
ル
コ
ト
ニ
決
心
シ
テ
他
部
落
地
主
ノ
土
地
ヲ
融
通
シ
テ
貰
ヒ
尚
経
営
面
積
不
充
分
ノ
モ
ノ
ハ
子
女
ヲ
工
場
ニ
送
リ
テ
収
入
ヲ
仰
キ
生
計
ヲ
樹
ツ

ル
」
と
い
う
動
き
と
な
る
。
争
議
は
結
局
、
小
作
料
率
を
「

一
等
ヨ
リ
五
等
迄
一
反
ニ
付
五
升
軽
減
」
す
る
な
ど
し
て
妥
結
し
た
。
こ
の
経
過
か

ら
、
大
戦
期
に
小
作
料
が
引
き
上
げ
ら
れ
た
こ
と
を
前
提
に
し
な
が
ら
で
あ
る
が
、
小
作
地
返
還
を
背
景
と
し
て
小
作
料
率
が
引
き
下
げ
ら
れ
た
こ

と
が
明
ら
か
で
あ
る
。
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他
の
小
作
争
議
に
お
い
て
も
小
作
人
側
が
小
作
地
返
還
を
も

っ
て
小
作
料
軽
減
を
せ
ま
っ
て
い
る
事
例
は
し
ば
し
ば
み
ら
れ

る
。
一
九
二
四
年
に
い
た
っ
て
も
「
高
座
郡
相
原
村
・
大
沢
村

等
に
て
は
地
主
小
作
間
意
志
の
疏
通
兎
角
円
満
な
ら
ず
従
っ
て

耕
地
の
返
還
相
次
ぐ
の
で
地
主
は
其
処
分
に
困
り
て
松
の
植
林

を
な
す
も
の
多
く
」（『
横
浜
貿
易
新
報
』
大
正
十
三
年
十
二
月
十
三

日
付
）
と
伝
え
ら
れ
る
よ
う
に
、
一
九
二
〇
年
代
前
半
は
、
小

作
人
側
が
小
作
料
軽
減
が
実
現
せ
ね
ば
、
小
作
地
返
還
を
行
っ

て
地
主
に
攻
勢
的
態
度
を
と
っ
て
い
く
よ
う
な
条
件
が
存
在
し

て
い
た
の
で
あ
る
。

争
議
と
は
別
に
一
九
二
〇
年
春
か
ら
二
一
年
春
ま
で
の
小
作

地
返
還
は
、
田
二
百
二
十
町
歩
、
畑
六
十
五
町
歩
に
の
ぼ
っ

た
。
そ
れ
を
原
因
と
処
分
方
法
に
つ
い
て
み
て
み
た
第
二
十
四

表
か
ら
次
の
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。
ま
ず
、
久
良
岐

・
鎌

倉
・
橘
樹
な
ど
工
業
地
帯
に
近
接
し
た
地
域
で
、転
業
・出
稼
ぎ

な
ど
農
外
流
出
に
よ
る
返
還
が
め
だ
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、
こ

れ
ら
の
諸
郡
で
は
、
返
還
の
結
果
、
小
作
料
割
引
を
行
っ
て
の

第24表　1920～21年の小作地返還

1）返還事由が2つにわたるものはそれぞれ事由に含めた
2）処分方法における「地主手作」は返還地全部を手作としたもので一部分を小作料割引，
不作付とした手作はふくまない，また「預け替」には一部地主手作，一部預け替をふく
む

3）『神奈川県農会報』第159号（1922年6月）から作成
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預
け
替
を
実
施
す
る
か
、
不
作
付
と
す
る
こ
と
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
か
な
ど
、
地
主
が
損
失
を
こ
う
む
る
処
分
方
法
を
と
ら
ざ
る
を
え
な
く
な
っ
て

い
る
こ
と
が
め
だ
っ
て
い
る
。
た
だ
し
、
橘
樹
郡
の
場
合
は
、
宅
地
化
の
件
数
が
多
く
地
主
が
損
失
を
う
け
て
い
る
と
は
い
え
な
い
で
あ
ろ
う
。
他

方
、
愛
甲
・
高
座
・
足
柄
上
と
い
っ
た
諸
郡
で
も
農
業
縮
少
や
転
業
と
い
っ
た
理
由
で
小
作
地
返
還
は
め
だ
っ
て
い
る
。
純
農
村
的
な
こ
れ
ら
の
地

域
で
も
、
農
業
外
に
生
計
手
段
を
も
と
め
る
方
法
は
ひ
ろ
が
っ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
た
だ
し
、
こ
こ
で
は
、
処
分
方
法
で
は
預
け
替
が
大
部
分

で
、
返
還
に
よ
っ
て
小
作
人
を
も
と
め
え
な
い
と
い
う
状
況
は
小
さ
か
っ
た
と
い
え
よ
う
。

小
作
争
議
の
結
果

こ
の
よ
う
に
、
農
業
外
に
生
計
手
段
を
も
と
め
う
る
と
い
う
状
況
を
背
景
と
し
、
小
作
地
返
還
を
手
段
と
す
る
小
作
争
議

の
展
開
は
、
地
主
・
小
作
関
係
に
ど
の
よ
う
な
変
化
を
も
た
ら
し
た
で
あ
ろ
う
か
。
一
九
二
〇
年
代
の
な
か
ば
に
は
「
従
来

地
主
ノ
慣
用
手
段
タ
リ
シ
小
作
人
ノ
団
体
交
渉
ノ
拒
否
ハ
全
然
無
力
化
シ
地
主
ハ
事
実
ト
シ
テ
之
ヲ
認
メ
サ
ル
ヘ
カ
ラ
サ
ル
ニ
至
リ
従
テ
争
議
ノ
小

字
ヨ
リ
大
字
ニ
大
字
ヨ
リ
町
村
一
円
等
漸
次
地
域
ヲ
拡
大
」
し
て
き
た
と
い
わ
れ
る（
資
料
編13

近
代
・現
代
⑶
一八五）。
ま
た
、「
地
主
ノ
小
作
地
返
還

請
求
ニ
対
シ
テ
ハ
孰
レ
モ
作
離
料
ノ
交
付
ヲ
要
求
」
す
る
よ
う
に
な
っ
た
（
同
前
一八六）。
こ
う
し
て
小
作
人
の
な
か
に
耕
作
権
の
意
識
が
ひ
ろ
が
り
、

小
作
関
係
に
お
け
る
地
主
の
諮
意
性
は
制
約
を
う
け
て
き
た
と
い
え
よ
う
。

次
に
、
小
作
料
額
の
推
移
に
つ
い
て
は
、「
大
正
七
、
八
年
頃
都
市
近
郊
地
方
ノ
如
キ
農
業
労
力
激
減
ノ
結
果
耕
地
過
剰
ノ
現
象
ヲ
呈
シ
小
作
料

ノ
大
低
落
ヲ
見
タ
」
と
さ
れ
、
さ
ら
に
純
農
村
地
域
で
は
大
戦
期
の
上
昇
傾
向
の
後
、「
一
般
経
済
界
ノ
推
移
及
社
会
思
想
ノ
変
化
等
ニ
因
リ
大
正

末
葉
ニ
至
リ
大
体
ニ
於
テ
小
作
料
漸
減
ノ
傾
向
ヲ
示
シ
、
昭
和
六
、
七
年
頃
ヲ
底
」
と
す
る
こ
と
に
な
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
（
同
前
一九〇）。
小
作
料

軽
減
を
要
求
す
る
争
議
の
中
で
、
一
九
二
〇
年
代
に
は
小
作
料
が
軽
減
さ
れ
て
い
っ
た
こ
と
は
、
争
議
件
数
の
推
移
か
ら
も
裏
づ
け
ら
れ
る
と
考
え

ら
れ
る
。
小
作
争
議
の
動
向
に
つ
い
て
は
、
一
九
二
〇
年
代
の
前
半
に
争
議
件
数
の
ピ
ー
ク
を
む
か
え
、
は
や
く
小
作
料
軽
減
を
実
現
し
て
い
っ
た

近
畿
な
ど
の
地
方
と
、
高
率
小
作
料
が
後
あ
と
ま
で
維
持
さ
れ
、
小
作
争
議
は
二
〇
年
代
末
期
か
ら
増
加
し
て
一
九
三
〇
年
代
の
農
業
恐
慌
の
さ
な
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か
に
ピ
ー
ク
を
む
か
え
る
東
北
地
方
と
の
相
違
が
こ
れ
ま

で
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

い
ま
、
近
畿
地
方
、
東
北
地
方
、
そ
れ
ぞ
れ
の
小
作
争

議
件
数
の
推
移
に
、
神
奈
川
県
の
小
作
争
議
件
数
推
移
を

か
ぶ
ら
せ
た
上
の
図
を
み
る
と
、
一
九
二
〇
年
代
の
県
下

の
小
作
争
議
件
数
の
う
ご
き
は
、
近
畿
地
方
の
そ
れ
と
一

致
す
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。
県
下
の
小
作
争
議
も
、

農
外
労
働
市
場
へ
の
近
接
と
い
う
条
件
を
背
景
に
、
い
ち

は
や
く
小
作
料
軽
減
を
実
現
し
、
一
九
二
〇
年
代
後
半
に

は
減
少
傾
向
に
は
い
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
そ
し
て
、
昭
和

恐
慌
を
む
か
え
て
、
小
作
農
民
は
、
農
業
外
収
入
の
途

絶
、
小
作
地
需
要
の
激
増
と
い
う
新
し
い
経
済
条
件
の
下

で
、
地
主
の
土
地
取
り
上
げ
の
増
加
と
い
う
事
態
に
直
面

し
、
新
た
な
闘
争
に
む
か
わ
ざ
る
を
え
な
く
な
る
の
で
あ

る
。

小作争議件数推移 神奈川県小作争議件数は資料編13近代・現代⑶190から
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二
　
農
村
社
会
の
変
化

単
独
小
作
人
組
合

の
組
織
と
性
格

小
作
争
議
の
展
開
は
、
県
下
の
農
村
社
会
に
さ
ま
ざ
ま
の
変
化
を
あ

た
え
て
い
っ
た
。
そ
の
も
っ
と
も
大
き
な
も
の
が
、
小
作
人
の
団
結

の
ひ
ろ
が
り
―

小
作
人
組
合
・
農
民
組
合
の
組
織
化
で
あ
る
。
県
下
に
お
け
る
小
作
人
組

合
の
発
生
に
つ
い
て
は
、
一
九
二
〇（
大
正
九
）
年
に
「
鎌
倉
郡
内
二
箇
村
ニ
於
テ
大
字
ヲ
区

域
ト
ス
ル
二
組
合
ノ
組
織
ア
リ
タ
ル
ヲ
嚆
矢
」
と
す
る
（
資
料
編13

近
代
・現
代
⑶
一八六）
と

も
、「
高
座
郡
綾
瀬
村
ニ
於
テ
一小
字
ヲ
区
域
ト
ス
ル
小
作
人
組
合
ノ
組
織
ア
リ
タ
ル
ヲ
濫

觴
」（
同
前
一九〇）
と
す
る
と
も
い
わ
れ
る
。
一
九
二
二
年
ま
で
に
、
地
主
に
対
抗
す
る
た
め

に
組
織
さ
れ
た
小
作
人
組
合
と
し
て
、
鎌
倉
郡
瀬
谷
村
小
作
人
同
盟
会
（
組
合
員
二
百
二
十
八

名
）
・
足
柄
上
郡
金
田
村
金
子
小
作
人
組
合
（
百
五
十
八
名
）
・
足
柄
上
郡
川
村
大
字
向
原
小
作

人
組
合
（
約
百
名
）
・
足
柄
下
郡
上
府
中
村
永
塚
小
作
人
組
合
（
有
名
無
実
）
の
四
組
合
が
あ
げ

ら
れ
て
い
る
（
同
前
一八四）。

こ
れ
ら
の
小
作
人
団
体
の
組
織
の
状
況
を
し
め
し
た
第
二
十
五
表
に
よ
れ
ば
、
次
の
こ
と

を
み
て
と
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
ず
第
一
に
、
県
下
に
お
い
て
小
作
人
組
合
が
急
速
に
増
加

し
定
着
し
て
い
く
時
期
は
、
一
九
二
四
、
五
年
ご
ろ
と
み
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
第
二
に
、
小

第25表　農民組合の組織・分布状況

大畑　前掲論文所収第2表に1926年以前を資料編13近代・現代⑶183でおぎなった
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作
人
団
体
の
大
多
数
は
、
上
部
組
織
を
も
た
な
い
単
独
の
小
作
人
組
合
で

あ
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
県
下
に
全
国
組
織
で
あ
る
系
統
的
農
民
組
合
の
支

部
が
つ
く
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
一
九
二
八
年
で
み
て
も
、
組
合
数
の
三

分
の
二
以
上
、
組
織
人
員
の
八
〇
㌫
以
上
が
単
独
の
小
作
人
組
合
に
所
属

し
て
お
り
、
そ
れ
は
ま
た
県
下
農
業
の
中
心
地
帯
で
あ
る
中
・
鎌
倉
・
足

柄
上
な
ど
の
諸
郡
に
分
布
し
て
い
た
。

こ
れ
ら
単
独
の
小
作
人
組
合
は
、
ほ
と
ん
ど
町
村
の
大
字
を
区
域
と
す

る
も
の
で
あ
り
、
町
村
を
こ
え
て
組
織
さ
れ
る
も
の
は
な
か
っ
た
。
そ
し

て
小
作
料
減
額
な
ど
の
要
求
は
、
小
作
人
組
合
の
幹
部
を
と
お
し
て
提
出

さ
れ
地
主
の
譲
歩
を
せ
ま
っ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
単
独
小
作
人
組
合
の

性
格
を
考
え
る
た
め
に
、
鎌
倉
郡
瀬
谷
村
小
作
人
同
盟
会
の
規
約
の
要
項

に
つ
い
て
み
て
み
よ
う
。
こ
の
組
合
は
、
瀬
谷
村
の
橋
戸
・
中
屋
敷
・
上

瀬
谷
の
各
字
に
支
部
を
お
い
て
い
た
。
そ
し
て
規
約
で
は
、「
地
主
が
小

作
人
と
共
通
の
利
益
に
反
し
自
己
の
利
益
の
み
を
欲
す
る
行
為
あ
る
場
合

は
之
れ
に
反
対
し
一
致
の
行
動
を
と
る
も
の
と
す
」「
地
主
が
理
由
な
く

し
て
小
作
地
の
異
動
を
求
む
る
時
は
各
委
員
協
議
の
上
地
主
に
交
渉
す

る
」「
小
作
人
が
植
付
た
る
桑
園
に
対
し
其
の
小
作
地
の
返
還
を
な
さ
し

鎌
倉
郡
中
川
村
の
小
作
農
家
と
家
族
・
農
地
な
ど
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め
又
は
転
売
せ
ら
れ
た
る
場
合
は
相
当
の
損
害
賠
償
を
要
求
す
る
」「
天

災
地
変
の
時
は
小
作
料
の
減
額
を
要
求
す
る
」「
小
作
米
納
入
は
検
査
済

量
器
を
以
て
引
渡
す
」
な
ど
を
規
定
し
、
地
主
に
対
抗
し
小
作
人
の
権
利

を
擁
護
す
る
こ
と
を
う
た
っ
て
い
た
。
し
か
し
同
時
に
、「
義
務
行
為
」

と
し
て
小
作
料
の
納
入
期
限
を
定
め
、「
納
期
内
に
納
入
す
る
能
は
ざ
る

は
支
部
内
小
作
人
が
連
帯
責
任
を
以
て
日
限
内
に
必
ず
納
入
せ
し
め
違
反

者
は
相
当
制
裁
を
受
く
る
」
と
の
条
項
も
あ
っ
て
、
小
作
料
納
入
に
責
任

を
も
つ
協
調
的
性
格
も
し
め
し
て
い
る
（『
横
浜
貿
易
新
報
』
大
正
十
年
一
月

十
六
日
付
）。
こ
の
よ
う
な
性
格
の
単
独
小
作
人
組
合
が
主
力
と
な
っ
て
、

不
作
を
理
由
に
小
作
料
の
一時
的
減
額
、
補
償
米
金
の
増
加
な
ど
の
要
求

が
提
出
さ
れ
、
争
議
が
展
開
さ
れ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

系
統
的
農
民
組
合

の
成
立
と
活
動

こ
れ
に
対
し
、
全
国
的
組
織
の
支
部
で
あ
る
系
統

的
農
民
組
合
が
組
織
さ
れ
る
の
は
お
く
れ
た
。
こ

の
時
期
の
全
国
的
農
民
組
合
の
中
心
で
あ
る
日
本
農
民
組
合
は
、
一
九
二

二
年
四
月
に
第
一
回
全
国
大
会
を
も
っ
た
が
、
県
下
で
は
参
加
は
な
か
っ

た
。
一
九
二
五
年
の
段
階
で
「
日
本
農
民
組
合
関
東
聯
盟
に
加
盟
し
た
も

の
は
県
下
に
二
つ
し
か
な
い
、
そ
し
て
従
来
の
経
験
に
よ
れ
ば
何
れ
も
本

都
筑
郡
二
俣
川
村
の
自
作
農
家
と
家
族
・農
地
な
ど
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県
の
は
穏
健
な
も
の
」（『
横
浜
貿
易
新
報
』
大
正
十
四
年
五
月
二
十
二
日
付
）
と
い
わ
れ
て
お
り
、「
金
目
に
農
民
組
合
が
で
き
て
、
日
本
農
民
組
合
に
加

盟
し
た
の
は
、
大
正
十
四
（
一九
二
五
）
年
だ
っ
た
と
思
う
。
そ
の
時
日
農
に
加
盟
し
た
組
合
は
、
神
奈
川
県
で
は
、
こ
の
金
目
と
川
崎
の
生
田
の
二
つ

だ
け
だ
っ
た
」
と
い
う
関
係
者
の
談
話
（
大
畑
哲「
神
奈
川
県
下
に
お
け
る
戦
前
の
農
民
運
動
に
つ
い
て
」『
神
奈
川
県
史
研
究
』
四
〇
号
）
と
あ
わ
せ
る
と
、

中
郡
金
目
村
と
橘
樹
郡
生
田
村
の
小
作
人
組
合
が
日
農
関
東
同
盟
会
に
参
加
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
日
農
機
関
紙
『
土
地
と
自
由
』
に

は
、
県
下
組
織
に
関
す
る
記
事
は
全
く
な
く
、
日
農
と
の
実
際
的
な
関
係
は
う
す
か
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

系
統
的
農
民
組
合
が
県
下
で
本
格
的
に
成
立
す
る
の
は
、
日
本
農
民
組
合
総
同
盟
の
神
奈
川
県
聯
合
会
の
結
成
に
よ
っ
て
で
あ
る
と
評
価
で
き
よ

う
。
日
本
農
民
組
合
総
同
盟
は
、
日
農
の
第
二
次
分
裂
を
き
っ
か
け
と
し
て
、
一
九
二
七
年
三
月
に
結
成
さ
れ
た
社
会
民
衆
党
系
の
組
織
で
あ
る
。

そ
の
神
奈
川
県
聯
合
会
は
一
九
二
七
年
五
月
に
結
成
さ
れ
た
。
一
九
二
六
年
十
二
月
に
、
橘
樹
郡
稲
田
村
で
は
小
作
争
議
が
起
こ
っ
て
小
作
料
の
一

割
か
ら
一
割
五
分
の
軽
減
を
実
現
し
、
二
七
年
一
月
に
は
日
農
総
同
盟
の
支
部
が
発
会
式
を
あ
げ
た
。
こ
の
影
響
は
周
辺
に
お
よ
び
、
都
筑
郡
田
奈

村
な
ど
で
も
支
部
が
組
織
さ
れ
る
。
こ
う
し
て
、
五
月
二
十
日
に
は
橘
樹
郡
稲
田
登
戸
劇
場
に
県
聯
合
会
の
発
会
式
を
開
会
し
た
。
支
部
は
、
橘
樹

郡
の
稲
田
村
・
稲
田
村
登
戸
・
向
丘
村
・
生
田
村
・
稲
田
村
関
、
都
筑
郡
の
田
奈
村
ほ
か
、
大
和
・
鴨
志
田
・
谷
本
の
九
支
部
で
、
会
長
に
伊
藤
新

蔵
が
選
出
さ
れ
た（『
社
会
民
衆
新
聞
』
昭
和
二
年
一月
二
十
日
、
二
月
五
日
、
五
月
一
日
、
六
月
一
日
付
）。
こ
う
し
て
日
本
農
民
組
合
総
同
盟
の
支
部
は
橘

樹
郡
・
都
筑
郡
に
は
じ
ま
り
、
や
が
て
高
座
郡
・
鎌
倉
郡
・
中
郡
・
足
柄
下
郡
な
ど
に
も
支
部
が
つ
く
ら
れ
て
、
県
下
の
唯
一
の
系
統
的
農
民
組
合

組
織
と
な
っ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
日
本
農
民
組
合
総
同
盟
の
県
聯
合
会
結
成
は
、
必
ず
し
も
小
作
争
議
の
活
発
化
を
意
味
し
な
か
っ
た
。
日
本
農
民
組
合
総
同
盟
自
身
が
「
昭

和
二
年
を
絶
頂
と
し
て
、
神
奈
川
県
聯
合
会
の
活
動
は
、
冬
眠
状
態
に
あ
っ
た
」（『
農
村
運
動
』
昭
和
九
年
二
月
二
十
二
日
付
）
と
述
べ
て
お
り
、
そ
れ

は
こ
の
時
期
の
県
下
の
小
作
争
議
の
減
少
傾
向
と
対
応
し
て
い
る
。
で
は
、
こ
れ
ら
の
組
織
は
何
を
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
橘
樹
郡
の
支
部
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は
、「
昭
和
三
、
四
年
時
代
か
ら
、
当
時
大
流
行
の
小
作
争
議
組
合
の
型
を
脱
し
て
、
共
同
出
荷
、
共
同
加
工
、
共
済
等
の
諸
事
業
等
を
起
し
て
、

日
常
利
益
の
増
進
に
努
め
組
合
員
の
汗
血
に
な
る
農
民
館
を
登
戸
に
建
設
し
、
笠
置
弁
護
士
一
家
を
招
い
て
定
住
さ
せ
る
等
、
農
民
生
活
の
現
実
に

即
し
て
着
実
」
な
運
動
を
行
っ
て
き
た
と
し
て
い
る
（
同
前
昭
和
九
年
六
月
二
十
八
日
付
）。
ま
た
、
県
聯
合
会
中
郡
地
区
協
議
会
の
中
心
で
あ
っ
た
金

目
村
の
日
農
総
同
盟
金
目
支
部
は
、「
破
産
状
態
に
立
ち
到
っ
た
」
広
川
信
用
購
買
組
合
の
再
建
に
一
九
三
〇
年
か
ら
取
り
組
み
「
組
合
幹
部
を
以

て
理
事
を
独
占
」、
整
理
と
復
興
の
業
績
を
あ
げ
て
い
た
（
同
前
昭
和
九
年
四
月
十
日
付
）。
こ
れ
ら
の
事
例
は
、
日
農
総
同
盟
の
県
下
組
織
が
、
こ
の

時
期
、
肥
料
な
ど
の
共
同
購
入
、
生
産
物
の
共
同
販
売
な
ど
農
事
の
改
良
の
努
力
を
中
心
に
、
経
済
的
向
上
を
経
済
主
義
・
生
産
力
主
義
に
よ
っ
て

追
求
し
よ
う
と
す
る
方
向
に
傾
い
て
い
っ
た
こ
と
を
し
め
し
て
い
る
。

こ
う
し
た
方
向
は
、
日
農
総
同
盟
の
組
織
だ
け
で
は
な
く
、
単
独
小
作
人
組
合
で
も
ひ
ろ
く
み
ら
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
状
況
の
一
端
は
、

「
小
作
人
組
合
ニ
付
テ
ハ
…
…
従
来
ノ
如
ク
単
ニ
地
主
ト
ノ
闘
争
団
体
ト
シ
テ
活
動
ナ
ス
ニ
於
テ
ハ
経
済
上
ノ
効
果
モ
思
ハ
シ
カ
ラ
サ
ル
ノ
ミ
ナ
ラ

ス
一
般
町
村
民
ノ
反
感
ヲ
買
フ
ニ
過
キ
ス
シ
テ
組
合
ニ
ト
リ
頗
ル
不
利
ナ
ル
ヲ
悟
リ
漸
次
養
鶏
養
豚
ノ
生
産
事
業
並
物
資
ノ
共
同
購
入
生
産
物
ノ
共

同
販
売
等
ヲ
モ
併
セ
行
フ
モ
ノ
ヲ
生
ス
ル
ニ
至
レ
リ
」
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
（
資
料
編13

近
代
・
現
代
⑶
一八五）。
一
九
二
五
年
の
段
階
で
神
奈
川
県
農

会
の
集
計
し
た
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
、
共
同
作
業
場
百
十
六
、
共
同
倉
庫
九
十
四
、
稚
蚕
共
同
飼
育
所
五
十
三
を
は
じ
め
と
し
て
、
農
事
実
行
組
合
・

産
業
組
合
・
養
蚕
組
合
な
ど
を
ふ
く
め
た
「
農
業
共
同
経
営
組
合
」
の
総
数
は
三
百
五
十
二
に
の
ぼ
っ
た
。
そ
の
多
く
は
、
設
立
年
次
か
ら
み
て
関

東
大
震
災
の
被
害
へ
の
応
急
施
設
と
し
、
県
の
災
害
応
急
補
助
規
則
に
基
づ
い
て
設
立
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
ら
は
共
同
販

売
・
共
同
購
入
な
ど
を
実
行
し
農
家
経
済
の
向
上
を
は
か
ろ
う
と
し
て
い
た（『
神
奈
川
県
農
会
報
』
一
九
二
五
年
七
月
）。
単
独
小
作
人
組
合
も
日
農
総
同

盟
県
聯
も
こ
う
し
た
波
に
洗
わ
れ
て
い
た
の
で
あ
り
、
一
九
二
〇
年
代
後
半
の
小
作
争
議
の
減
少
に
は
こ
う
し
た
背
景
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
系
統

的
農
民
組
合
で
あ
る
日
農
総
同
盟
の
県
聯
合
会
は
成
立
し
た
も
の
の
、
こ
う
し
て
活
発
な
動
き
は
当
面
し
め
さ
ず
、
昭
和
恐
慌
の
な
か
で
地
主
の
土
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地
取
り
上
げ
が
問
題
と
な
る
に
及
ん
で
、
あ
ら
た
め
て
そ
の
存
在
意
義
を
問
い
な
お
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

地
主
団
体
の
動
向

他
方
、
地
主
の
組
織
の
形
成
は
微
弱
で
あ
っ
た
。
地
主
会
は
、
農
事
改
良
、
小
作
人
保
護
、
小
作
米
品
評
会
開
催
、
二
毛
作

の
普
及
奨
励
な
ど
を
目
的
に
、
一
九
一
〇
年
に
鎌
倉
郡
に
郡
地
主
会
が
つ
く
ら
れ
た
の
を
は
じ
め
と
す
る
。
一
九
一
三
年
に

は
同
様
の
目
的
で
高
座
郡
地
主
会
が
設
立
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
時
期
、
他
の
郡
や
町
村
で
も
地
主
会
の
組
織
が
す
す
め
ら
れ
た
よ
う
で
あ
る
。
高
座

郡
地
主
会
に
連
絡
し
、
茅
ケ
崎
町
に
小
作
地
を
も
つ
全
地
主
に
「
加
入
ス
ル
義
務
ア
ル
モ
ノ
ト
ス
」
と
し
て
い
た
茅
ケ
崎
町
地
主
組
合
は
、
事
業
と

し
て
「
矯
風
ニ
関
ス
ル
事
項
」
と
「
奨
励
事
項
」
と
を
掲
げ
て
い
た
。
前
者
は
、
小
作
人
が
「
地
主
ノ
公
益
ヲ
阻
害
」
し
た
時
に
は
「
組
合
員
ハ
其

小
作
者
ニ
対
シ
耕
地
ヲ
返
還
セ
シ
メ
」
た
り
、
小
作
人
の
土
地
返
還
に
対
し
て
「
組
合
ハ
之
レ
ガ
耕
作
人
ヲ
斡
旋
ス
ル
ノ
義
務
」
を
定
め
た
り
し

て
、
小
作
人
に
対
す
る
地
主
の
支
配
力
を
強
め
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
後
者
は
、
小
作
米
品
評
会
の
開
催
、
優
良
小
作
人
の
表
彰
な
ど
に
よ

っ
て
農
業
生
産
の
向
上
と
地
主
・
小
作
間
の
融
和
を
は
か
ろ
う
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
（『
茅
ケ
崎
市
史
』2

資
料
編
）。

さ
ら
に
、
県
の
穀
物
検
査
が
実
施
さ
れ
る
に
い
た
っ
て
、
補
償
米
給
与
に
よ
る
地
主
・
小
作
の
融
和
協
調
、
小
作
米
品
評
会
な
ど
に
よ
る
産
米
改

良
な
ど
を
目
的
に
、
産
米
改
良
会
あ
る
い
は
穀
物
改
良
会
の
組
織
が
は
か
ら
れ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
れ
ら
の
地
主
会
や
穀
物
改
良
会
の
組
織

は
、
県
当
局
に
よ
る
行
政
主
導
の
組
織
化
で
あ
っ
た
た
め
か
、
一
九
二
〇
年
代
後
半
に
は
「
年
所
ヲ
経
ル
ニ
従
ヒ
孰
レ
モ
自
然
消
滅
ニ
帰
シ
目
下
県

郡
市
町
村
ヲ
通
ジ
所
謂
地
主
会
ト
称
ス
ベ
キ
モ
ノ
絶
無
ノ
状
態
ナ
リ
」（
資
料
編13

近
代
・
現
代
⑶
一八六）
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。
た
だ
、
こ

の
こ
ろ
か
ら
小
作
地
の
管
理
を
会
社
組
織
で
行
う
も
の
が
あ
ら
わ
れ
、
一
九
三
二
年
に
は
県
下
で
五
社
、
管
理
小
作
地
面
積
は
合
計
百
七
十
二
町
歩

（
約
百
七
十
ヘ
ク
タ
ー
ル
）
余
と
な
っ
て
い
た
。

県
下
の
小
作
争
議
が
量
的
に
も
多
い
と
は
い
え
ず
、
ま
た
激
烈
な
形
態
を
と
ら
な
か
っ
た
こ
と
、
地
主
も
大
部
分
が
中
小
地
主
で
ま
と
ま
り
に
く

く
、
小
作
人
の
反
感
を
誘
発
す
る
こ
と
を
懸
念
し
て
地
主
組
合
の
組
織
を
回
避
す
る
傾
向
の
あ
っ
た
こ
と
な
ど
が
、
こ
う
し
た
状
況
を
う
み
だ
し
た
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